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学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 37

Wada A, Ikenouchi Y, Akatsu T, Akashi T, Sano K, Fujita S, Sato K, Kamagata K, Kikuta J, Tomizawa N, Hayakawa Y, 

Nakanishi A, Aoki S: Improving the Quality of Ultrashort TE 4D MR Angiography by Machine Learning. The 49th Annual 

Meeting of the Japanese Society for Magnetic Resonance in Medicine, 2021.09.10-09.12, Yokohama, Japan.

国内学会発表 38

Yuichi Morita, Koji Kamagata, Kaito Takabayashi, Wataru Uchida, Yuya Saito, Junko Kikuta, Hideyoshi Kaga, Yuki Someya, 

Mari Miyata, Christina Andica, Toshiaki Akashi, Akihiko Wada, Yoshifumi Tamura, Ryuzo Kawamori, Hirotaka Watada, 

Shigeki Aoki. Evaluation of gray matter microstructure changes by repetitive head impact in contact sports using Free Water 

Imaging. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、2021年9月10日〜12日、ハイブリッド開催

国内学会発表 39

Junko Kikuta, Koji Kamagata, Kaito Takabayashi, Toshiaki Taoka, Wataru Uchida, Akihiko Wada, Kaito Kawamura, Chihiro 

Akiba, Madoka Nakajima, Masakazu Miyajima, Shinji Naganawa, Shigeki Aoki, ALPS index changes after surgery in idiopathic 

normal pressure hydrocephalus. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、2021年9月10日〜12日、ハイブリッド開催

国内学会発表 40

Koji Kamagata, Toshiaki Taoka, Yuya Saito, Junko Kikuta, Hideyoshi Kaga, Yuki Someya, Christina Andica, Toshiaki Akashi, 

Akihiko Wada, Yoshifumi Tamura, Ryuzo Kawamori, Hirotaka Watada, Shinji Naganawa, Shigeki Aoki. Association between 

magnetic resonance imaging measures of glymphatic system activity in healthy elderly individuals. 第49回日本磁気共鳴医学会

大会、2021年9月10日〜12日、ハイブリッド開催

国内学会発表 41

Akihiko Wada, Yutaka Ikenouchi, Toshiya Akatsu, Toshiaki Akashi, Katsuhiro Sano, Shohei Fujita, Kanako Sato, Koji 

Kamagata, Junko Kikuta, Nobuo Tomizawa, Yayoi Hayakawa, Atsushi Nakanishi, Shigeki Aoki. Improving the Quality of 

Ultrashort TE 4D MR Angiography by Machine Learning. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、2021年9月10日〜12日、ハイブリッド開催

国内学会発表 42

Kaito Takabayashi, Koji Kamagata, Hideyoshi Kaga, Yuki Someya, Wataru Uchida, Christina Andica, Yuya Saito, Junko 

Kikuta, Toshiaki Akashi, Akihiko Wada, Yoshifumi Tamura, Ryuzo Kawamori, Hirotaka Watada, Shigeki Aoki. Evaluation of 

Relationship between Lower Limb Muscle Strength and White Matter Microstructure by Free-Water Imaging. 第49回日本磁気

共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 43

Wataru Uchida, Koji Kamagata, Sayori Hanashiro, Christina Andica, Yuya Saito, Kouhei Kamiya, Akifumi Hagiwara, Toshiaki 

Akashi, Akihiko Wada, Shohei Fujita, Shigeki Aoki, Masaaki Hori, Osamu Kano. Evaluation of white matter degeneration in 

patients with amyotrophic lateral sclerosis using free-water imaging. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日

〜10月20日

国内学会発表 44

Rukeye Tuerxun, Koji Kamagata, Eiji Kirino, Christina Andica, Wataru Uchida, Yuya Saito, Akifumi Hagiwara, Toshiaki Akashi, 

Akihiko Wada, Shohei Fujita, Masaaki Hori, Shigeki Aoki. Applying free-water correction to diffusion imaging data uncovers 

white matter pathology in children with autism spectrum disorder. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜

10月20日



国内学会発表 45

Yuya Saito, Koji Kamagata, Christina Andica, Wataru Uchida, Toshiaki Akashi, Akihiko Wada, Masaaki Hori, Shigeki Aoki. 

Harmonization of multicenter DTI and NODDI data using combined association test (ComBat). 第49回日本磁気共鳴医学会大

会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 46

Shimpei Kato, Kouhei Kamiya, Masahiro Abe, Hiroshi Kusahara, Shohei Fujita, Toshiaki Akashi, Koji Kamagata, Akihiko 

Wada, Masaaki Hori, Osamu Abe, Shigeki Aoki. Comparative study of meningioma, glioblastoma, and sarcoma using double　

diffusion encoding. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 47
Hayato Nozaki, Yasuhiko Tachibana, Yujiro Otsuka, Wataru Uchida, Yuya Saito, Koji Kamagata, Shigeki Aoki. Denoising 

method by deep learning with excluding instability. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 48

Toshiya Akatsu, Haruyuki Fukuchi, Yutaka Ikenouchi, Michimasa Suzuki, Sho Arai, Akihiko Wada, Koji Kamagata, Osamu 

Abe, Shigeki Aoki. Application of Variable TI Ultrashort TE 4D-MRA for high temporal resolution (100 ms) and improvement 

of peripheral vessel visibility. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 49

Yutaka Ikenouchi, Michimasa Suzuki, Toshiya Akatsu, Nao Takano, Sho Arai, Akiyoshi Suzuki, Kanako Sato, Koji Kamagata, 

Toshiaki Akashi, Akihiko Wada, Hidenori Oishi, Shigeki Aoki. Two cases of vertebrobasilar aneurysms after stent assisted coil 

embolization evaluated using Ultrashort TE 4D MRA. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 50

Haruyuki Fukuchi, Toshiya Akatsu, Hiroshi Kusahara, Nao Takano, Yutaka Ikenouchi, Michimasa Suzuki, Koji Kamagata, 

Osamu Abe, Shigeru Aoki. Feasibility study of Variable TR method on Variable TI Ultrashort TE 4D-MRA. 第49回日本磁気共鳴

医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

国内学会発表 51

Takashi Arai, Koji Kamagata, Wataru Uchida, Yuya Saito, Christina Andica, Toshiaki Akashi, Akihiko Wada, Shohei Fujita, 

Masaaki Hori, Eiji Kirino, Shigeki Aoki. Microstructural gray matter alterations in adults with autism spectrum disorder 

detected using free water imaging. 第49回日本磁気共鳴医学会大会、WEB開催、2021年9月10日〜10月20日

区分 番号 発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等 国際共同

特別講演・

招待講演
1 鎌形康司、神経MRI解析技術の最近のトピックス、脳とこころの研究センターシンポジウム・指定講演、WEB開催、2021年1月27日

特別講演・

招待講演
2

鎌形康司、Diffusion MRI: from microstructure to macroscale connectomics、第５回ヒト脳イメージング研究会・教育講演、WEB開催、

2021年9月17日

特別講演・

招待講演
3 鎌形康司、Advanced MRI in Parkinson's disease、第7回DCC検討会・指名講演、東京、2021年11月25日

特別講演・

招待講演
4 佐野勝廣、膵NENの画像診断．第2回本郷神経内分泌腫瘍UPDATE, 2021.3.3, 東京(web).

特別講演・

招待講演
5

佐野勝廣、前立腺癌の骨転移検出のための全身MRI撮像 －保険収載、撮像指針、臨床における有用性について－．2021 Tokyo Radiology 

Seminar, 2021.03.20, 東京(web).



特別講演・

招待講演
6

佐野勝廣、Imaging of pancreatic and peripancreatic diseases mimicking primary pancreatic cancer. 第80回日本医学放射線学会

総会, 2021.4.18, 横浜．

特別講演・

招待講演
7

佐野勝廣、腹部制限拡散への挑戦：double diffusion encoding の臨床例での初期検討．第49回日本磁気共鳴医学会大会, 2019.9.11, 横

浜．

特別講演・

招待講演
8 明石敏昭, 炎症性疾患の紛らわしい画像所見. 第50回日本神経放射線学会 教育セミナー, 大阪, 2021年2月12日

特別講演・

招待講演
9

明石敏昭, 日本医学放射線学会の取り組み-画像診断ナショナルデータベース(Japan Medical Imaging database : J-MID)-. 日本内科学会特別

ポジウム, 東京, 2021年3月9日,

特別講演・

招待講演
10

明石敏昭, J-MID（Japan-Medical Image Database）とは？. 第34回電子情報研究会・第4回日本医用画像⼈工知能研究会合同研究会 特

別企画, 2021年9月19日, オンライン開催

特別講演・

招待講演
11

明石敏昭, 日本医学放射線学会による日本医用画像データベースの構築とその運用. 第41回医療情報学連合大会(第22回日本医療情報学会学術

大会) 共同企画, 名古屋, 2021年11月19日

特別講演・

招待講演
12 富澤 信夫. FFRCTの導入に向けて〜Why, What & How〜浦安画像診断セミナー  2021年3月23日

特別講演・

招待講演
13 富澤 信夫. 教科書では教えてくれない心臓CT：読影編 第34回JCRミッドウィンターセミナー  2021年1月16日

特別講演・

招待講演
14

Hagiwara A. Synthetic MRI for Multiple Sclerosis. 14th Annual Meeting American Society of Functional Neuroradiology 

2021.9.21

特別講演・

招待講演
15

Hagiwara A. Myelin Imaging in Brain Disorders BR 5: Imaging for CSF and Glymphatic Disorders: Where We Are Now. The 

13th Asian-Oceanian Congress of Neuroradiology (AOCNR) 2021.4.22

特別講演・

招待講演
16 萩原彰文、脳Synthetic MRI の現状 “Recent advances in Neuro MR imaging”  第23回 日本ヒト脳機能マッピング学会 2021年3月4日

特別講演・

招待講演
17 萩原彰文、脳SyMRI の基礎および最近の研究成果 第50回日本神経放射線学会 2021年2月11日

特別講演・

招待講演
18 神谷昂平. ADCって何？ 第40回 日本画像医学会学術集会 シンポジウム22. 2021年2月25日: web開催.

特別講演・

招待講演
19 神谷昂平. 講演6: 症例提示. 第13回 NeuroImaging Refresher Club: 2021年11月7日: 東京. web開催.

特別講演・

招待講演
20

菊田潤子、特発性正常圧水頭症術前後におけるALPS index 変化についての検討、日本磁気共鳴医学会　第3回Neurofluid スタディグループ、2021

年9月16日

特別講演・

招待講演
21 藤田翔平、Value of 3D Synthetic MRI in Clinical Imaging、第49回日本磁気共鳴医学会大会

特別講演・

招待講演
22 藤田翔平、MR fingerprintingの最近の動向 、第49回日本磁気共鳴医学会大会

特別講演・

招待講演
23 藤田翔平、中枢神経系画像診断におけるSynthetic MRIの可能性、Value of Quantification Users Seminar

特別講演・

招待講演
24 藤田翔平、1からわかるMR fingerprinting、第40回日本画像医学会学術集会

特別講演・

招待講演
25 藤田翔平、MR fingerprinting: how it works & its potential on human brain mapping、第23回ヒト脳機能マッピング学会



特別講演・

招待講演
26 越野沙織, ディープラーニングを用いた脳動脈瘤の自動検出：臨床応用への有用性の検討, 第25回 むつき会学術講演会, web, 2021年1月9日

特別講演・

招待講演
27 越野沙織, 明日から役立つ！画像診断のコツ, 民間医局コネクトセミナー, web, 2021年8月1日

特別講演・

招待講演
28 越野沙織, 放射線科医が取り組む医療AIについて, 東大TV, web, 2021年9月28日

特別講演・

招待講演
29 越野沙織, 国内初の薬事承認を受けた画像診断AIについて, 第41回 医療情報学連合大会, 愛知, 2021年11月20日

特別講演・

招待講演
30 越野沙織, 【オンラインセミナー】ナースのための画像の見方（胸部・腹部・頭部）, 看護セミナー, web, 2021年12月20日

区分 番号 発明者名、発明の名称、出願番号 国際共同

知的財産権の出

願・取得等
1

知的財産権の出

願・取得等
2

知的財産権の出

願・取得等
3

区分 番号 発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

研究代表者：青木茂樹

種目：医学教育研究助成（公益財団法⼈医学教育振興財団)

課題名：予測と振り返りを可能とする先進的脳解剖実習の展開：MRIとAIの活用

研究経費：600千円

その他
（広報活動を含む）

2

研究分担者：青木茂樹（研究代表者：服部信孝）

種目：臨床研究等ICT基盤構築・⼈工知能実装研究事業(AMED(21dm0307101h0003))

課題名：MAO-B阻害薬rasagilineによるパーキンソン病治療効果と神経回路変化についての研究

研究経費：令和元年度30,000千円（間接経費900千円含む）、令和2年度30,000千円（間接経費900千円含む）、令和3年度30,000千円

（間接経費900千円含む）

その他
（広報活動を含む）

3

研究分担者：青木茂樹（研究代表者：狩野方伸）

種目：新学術領域研究(研究領域提案型)『学術研究支援基盤形成』(JST)先端バイオイメージング支援（生理研）

【※2011年〜(過去5年↓)】

研究経費：平成29年度11,700千円（間接経費2,700千円含む）、平成30年度11,700千円（間接経費2,700千円含む）、令和元年度

11,700千円（間接経費2,700千円含む）、令和2年度11,700千円（間接経費2,700千円含む）、令和3年度11,700千円（間接経費2,700千

円含む）



その他
（広報活動を含む）

4

研究分担者：青木茂樹（研究代表者：合田憲⼈）

種目：情報通信研究機関国立研究開発法⼈(NICT(222A0302))

課題名：ウイルス等感染症対策に資する情報通信技術の研究開発課題Aウイルス等感染症により発生するパンデミック対策に資するICT

研究経費：5,950千円　※単年度予算

その他
（広報活動を含む）

5

研究代表者：青木茂樹

種目：日本学術振興会  科学研究費助成事業 基盤研究(B)　18H02772

課題名：次世代拡散MRIによる脳微細構造の観察と定量化：従来法の概念の一新

研究経費：総額17,420,000円(直接経費)13,400,000円(間接経費)4,020,000円　(2018.4-2021.3)

その他
（広報活動を含む）

6

研究代表者：尾﨑裕

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　 18K07692（延長）

研究開発課題名：グリオーマのSynthetic MRIデータを用いたAIとテクスチャ解析

期間：2018年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,420万円（2018年度1,300万円、2019年度1,300万円、2020年度1,820万円）

その他
（広報活動を含む）

7

研究代表者：掘正明

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　19K08161

研究開発課題名：脳脊髄疾患による四肢の運動感覚機能障害の回復過程における脊髄の微細構造変化の解明

期間：2019年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,420万円（2019年度2,210万円、2020年度1,170万円、2021年度1,040万円）

その他
（広報活動を含む）

8

研究代表者：和田昭彦

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　 18K07730（延長）

研究開発課題名：脳ネットワーク解析を用いた慢性疼痛における下行性疼痛抑制系の検討

期間：2018年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2018年度2,600万円、2019年度1,170万円、2020年度390万円）

その他
（広報活動を含む）

9

研究代表者：鈴木通真

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　 18K07691

研究開発課題名：サイレント MRAによる金属アーチファクトを減じた撮影法の確立と臨床評価

期間：2018年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,420万円（2018年度1,300万円、2019年度1,430万円、2020年度910万円、2021年度780万円）

その他
（広報活動を含む）

10

研究代表者：鎌形康司

種目：文部省科学研究費　若手研究　 19K17244

研究開発課題名：マルチモーダルイメージングによるパーキンソン病新規診断法の開発

期間：2019年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2019年度1,430万円、2020年度1,430万円、2021年度1,300万円）



その他
（広報活動を含む）

11

研究代表者：鎌形康司

種目：文部省科学研究費　若手研究における独立基盤形成支援

課題：マルチモーダルイメージングによるパーキンソン病新規診断法の開発

期間：令和3年

配分予定額　：総額300万円

その他
（広報活動を含む）

12

研究代表者：鎌形康司

種目：バイエル薬品アカデミックサポート

課題：拡散MRIの調和法と精神・神経疾患の診断バイオマーカ開発

配分予定額：総額20万円

その他
（広報活動を含む）

13

研究代表者：天野真紀

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　20K08035

研究開発課題名：乳腺MR fingerprintingを用いた非浸潤性乳管癌の定量評価法の構築

期間：2020年度-2022年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,420万円（2020年度1,820万円、2021年度1,300万円、2022年度1,300万円）

その他
（広報活動を含む）

14

研究代表者：富澤信夫

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　21K07573

研究開発課題名：320列CTを用いた包括的心臓CTによる糖尿病患者の予後因子の確立

期間：2021年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,030万円（2021年度2,860万円、2022年度520万円、2023年度650万円）

その他
（広報活動を含む）

15

研究代表者：髙橋昌哉

種目：文部省科学研究費　基盤研究(C)　21K07607

研究開発課題名：新たな定量的MRI分子イメージング(UTE-CEST)による髄鞘の選択的代謝情報

期間：2021年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2021年度2,340万円、2022年度910万円、2023年度910万円）

その他
（広報活動を含む）

16

研究代表者：越野沙織

種目：文部省科学研究費　若手研究　 18K15564

研究開発課題名：短い拡散時間を用いた拡散MRIによる鑑別診断のための基礎的検討と臨床応用

期間：2018年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2018年度1,690万円、2019年度1,170万円、2020年度650万円、2021年度650万円）



その他
（広報活動を含む）

17

研究代表者：前川朋子

種目：文部省科学研究費　若手研究　 18K15643

研究開発課題名：ミエリンイメージングによる神経脱髄疾患の可視化と診断への臨床応用

期間：2018年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額3,900万円（2018年度1,430万円、2019年度910万円、2020年度780万円、2021年度780万円）

その他
（広報活動を含む）

18

研究代表者：神谷昂平

種目：日本学術振興会科学研究費　基盤研究(C)　 21K07629

研究開発課題名：拡散時間を用いた組織微細構造イメージング：筋萎縮性側索硬化症での検討

期間：令和3年度-5年度

研究開発経費（直接経費）：総額338万円（令和3年度117万円、4年度130万円、5年度91万円）

その他
（広報活動を含む）

19

研究代表者：前川 朋子

種目：文部科学省研究費　若手研究

課題：ミエリンイメージングによる神経脱髄疾患の可視化と診断への臨床応用

期間：平成30年度〜令和3年度

配分予定額：総額390万円 (平成30年度143万円, 令和1年度91万円, 令和2年度78万円, 令和3年度78万円)

その他
（広報活動を含む）

20

研究代表者：萩原彰文

資金制度名：文部省科学研究費　基盤研究C

研究開発課題名：新規Multi-Parametric定量MRIの開発とてんかん焦点検出への応用

期間：　2019年度-2022年度

研究開発経費（直接経費）： 総額 4,290千円（2019年度 2,860千円、2020年度 650千円、2021年度780千円）

その他
（広報活動を含む）

21

研究代表者：藤田翔平

種目：文部省科学研究費　若手研究　 19K17177

研究開発課題名：脳微細構造を多角的に定量する次世代MRIによる多発性硬化症の新規診断法の構築

期間：2019年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2019年度2,340万円、2020年度910万円、2021年度910万円）

その他
（広報活動を含む）

22

研究代表者：宮田真里

種目：文部省科学研究費　若手研究　 19K17182

研究開発課題名：磁化率イメージングを用いたレビー小体型認知症における高精度診断法の確立

期間：2019年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2019年度1,950万円、2020年度1,170万円、2021年度1,040万円）

その他
（広報活動を含む）

23

研究代表者：隈丸加奈子

種目：文部省科学研究費　若手研究　 19K19396

研究開発課題名：⼈工知能を用いた画像検査ワークフロー改善戦略の構築

期間：2019年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2019年度1,950万円、2020年度1,170万円、2021年度1,040万円）



その他
（広報活動を含む）

24

研究代表者：山本浩大郎

種目：文部省科学研究費　若手研究　 20K16709

研究開発課題名：低線量X線透視動画を用いた肺換気・血流イメージングシステムの開発

期間：2020年度-2022年度

研究開発経費（直接経費）：総額2,730万円（2020年度1,170万円、2021年度780万円、2022年度780万円）

その他
（広報活動を含む）

25

研究代表者：菊田潤子

種目：文部省科学研究費　若手研究　 20K16737

研究開発課題名：AI画像診断支援システムの構築〜重篤な救急頭部疾患を診断・予測する〜

期間：2020年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額3,510万円（2020年度1,170万円、2021年度780万円、2022年度780万円、2023年度780万円）

その他
（広報活動を含む）

26

研究代表者：佐藤香菜子

種目：文部省科学研究費　若手研究　 20K16802

研究開発課題名：自由水抑制拡散MRIによる脊髄小脳変性症の病態解明と客観的評価・鑑別法の開発

期間：2020年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,290万円（2020年度1,170万円、2021年度910万円、2022年度1,170万円、2023年度1,040万円）

その他
（広報活動を含む）

27

研究代表者：加藤伸平

種目：文部省科学研究費　若手研究　 20K20185

研究開発課題名：Alzheimer病における早期イメージングバイオーマーカーの確立

期間：2020年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,160万円（2020年度1,300万円、2021年度1,170万円、2022年度910万円、2023年度780万円）

その他
（広報活動を含む）

28

研究代表者：早川弥生

種目：文部省科学研究費　若手研究　 21K15833

研究開発課題名：脳容積・白質微細構造の大規模データ解析による睡眠障害のバイオマーカー探索

期間：2021年度-2025年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,680万円（2021年度1,170万円、2022年度650万円、2023年度780万円、2024年度1,170万円、2025

年度910万円）

その他
（広報活動を含む）

29

研究代表者：入江隆介

種目：文部省科学研究費　若手研究　 21K15851

研究開発課題名：定量的マルチモーダルMRIを用いた自閉症スペクトラム障害の病態解明

期間：2021年度-2023年度

研究開発経費（直接経費）：総額4,680万円（2021年度2,080万円、2022年度1,300万円、2023年度1,300万円）

その他
（広報活動を含む）

30

研究代表者：池之内穣

種目：文部省科学研究費　研究活動スタート支援 　20K22884

研究開発課題名：UTE 4D MRAによる金属アーチファクト低減と複数時相撮影の有用性の評価

期間：2020年度-2021年度

研究開発経費（直接経費）：総額2,860万円（2020年度1,430万円、2021年度1,430万円）



その他
（広報活動を含む）

31

研究代表者：宮田　真里

種目：文部省科学研究費　若手研究　19K17182

課題：磁化率イメージングを用いたレビー小体型認知症の高精度診断法の確立

期間：平成31年度-令和3年度

配分予定額：総額416万円（平成31年度(令和元年) 195万円, 令和2年度117万円, 令和3年度104万円）

その他
（広報活動を含む）

32

研究代表者：クリスティナアンディカ

種目：文部省科学研究費　特別研究員奨励費　20F20113

研究開発課題名：神経突起・神経炎症イメージングによるパーキンソン病の病態解明

期間：単年度

研究開発経費（直接経費）：総額2,300万円

その他
（広報活動を含む）

33

研究代表者　吉川健啓

研究分担者　越野沙織

種目　文部省科学研究費　基盤研究(C)

課題　肺MRIによる肺結節スクリーニングとコンピュータ支援検出ソフトウェアの開発

期間　令和2年度-令和4年度

配分予定額　総額169万円（令和2年度 65万円, 令和3年度 52万円, 令和4年度 52万円）

その他
（広報活動を含む）

34 鈴木通真（座長）　浦安放射線セミナー　2021年3月23日　ハイブリッド開催

その他
（広報活動を含む）

35

鈴木通真,　京極伸介、菊地奈央、山岸亮平.　AIプラットフォーム「SYNAPSE SAI viewer」 × 順天堂大学医学部附属浦安病院　先進の画像解析

技術をベースに開発された読影ビューワが読影業務を支援 ─⼈工知能（AI）技術を活用した臓器セグメンテーションや肺結節検出機能など読影業務の

効率化に貢献 INNERVISION 2021.4.1

その他
（広報活動を含む）

36 鈴木通真（座長）　第3回浦安 Urology ans Radiology Meeting. 2021年9月1日　ハイブリッド開催

その他
（広報活動を含む）

37
Christina Andica　読売新聞オンライン掲載｢【特集】女性研究者による英語の講義に将来を思い描く…浦和明の星｣

https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/support/information/CO036549/20211213-OYT8T50030/

その他
（広報活動を含む）

38

【日本磁気共鳴医学会優秀論文賞】Irie R, Otsuka Y, Hagiwara A, Kamagata K, Kamiya K, Suzuki M, Wada A, Maekawa T, Fujita S, 

Kato S, Nakajima M, Miyajima M, Motoi Y, Abe O, Aoki S. A Novel Deep Learning Approach with a 3D Convolutional Ladder 

Network for Differential Diagnosis of Idiopathic Normal Pressure Hydrocephalus and Alzheimer’s Disease. Magn Reson Med 

Sci. 2020 Jan 22. doi: 10.2463/mrms.mp.2019-0106. 日本磁気共鳴医学会、2021年9月29日

その他
（広報活動を含む）

39

【学術奨励賞】Tomoko Maekawa, Masaaki Hori, Katsutoshi Murata, Kouhei Kamiya, Christina Andica, Akifumi Hagiwara, Shohei 

Fujita, Koji Kamagata, Akihiko Wada, Shigeki Aoki. Oscillating-gradient spin-echo法を用いた脳実質外腫瘍の拡散時間依存性の評価. 

第49回日本磁気共鳴医学会大会・横浜(web開催)・2021.9.10



その他
（広報活動を含む）

40 越野沙織、「次世代CTの開発につながる画像処理法を追究」、朝日小学生新聞掲載、2021年9月4日・15日・21日

その他
（広報活動を含む）

41 越野沙織、「次世代CTの開発につながる画像処理法を追究」、朝日中高生新聞掲載、2021年9月19日

その他
（広報活動を含む）

42


